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平
素
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
た
ま
わ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

こ
の
度
、
広
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会
に

お
い
て
、
平
成
25
年
度
の
会
長
を
拝
命
し
ま

し
た
、
平
田
誠
治
と
申
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
は
、
ご
多
用
の
と
こ
ろ
総
会

並
び
に
研
修
会
・
交
流
会
へ
多
数
ご
参
加
頂

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
総
会
で
も
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う

に
、
本
年
度
の
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
見

つ
め
よ
う
今
を
、
語
り
合
お
う
未
来
を
、
深

め
よ
う
親
子
の
絆
を
」
～
未
来
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
～
と
し
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
つ
く
る
た
め
に
基
本
方
針
や
活
動
目
標

を
定
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
各
会

員
一
人
一
人
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で

す
が
、
個
人
の
垣
根
を
と
り
は
ら
い
保
護
者

や
教
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
や
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
が
連
携
し

な
が
ら
、
活
動
の
輪
を
拡
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
要
を
担
う
の
が
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
い
え
ま
す
。

　

例
え
ば
個
人
と
し
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
と

し
て
、
地
域
住
民
の
一
人
と
し
て
、
自
ら
が

地
域
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
地

域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、

保
護
者
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
、
子
ど
も
と

と
も
に
成
長
し
、
家
庭
教
育
の
充
実
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
広
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
組
織
と
し

て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は

じ
め
、
各
郡
市
Ｐ
連
と
の
連
携
を
よ
り
一
層

深
め
、
情
報
収
集
・
啓
発
活
動
や
各
種
研
修

活
動
・
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
は
、
社
会
教
育
や
家
庭
教
育
等
の

充
実
・
進
行
を
め
ざ
す
関
係
諸
団
体
と
の
協

力
体
制
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
活
動
も

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
広
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
に
対

し
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
会
長
就

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平田誠治

広島県PTA連合会
会 長

会
長
あ
い
さ
つ

平
成
25
年
度
事
業
計
画

﹁ 

見
つ
め
よ
う
今
を
、
語
り
合
お
う
未

来
を
、
深
め
よ
う
親
子
の
絆
を
﹂

 

～
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
～

 

基
本
方
針 

　

・�

足
元
を
見
つ
め
、
未
来
に
向
か
っ
て
親
と
し

て
今
何
が
で
き
る
か
を
考
え
よ
う
。

　

・�

明
る
い
未
来
を
想
像
し
、
笑
顔
で
語
り
合
え

る
家
庭
を
作
ろ
う
。

　

・�

親
子
の
絆
を
大
切
に
し
、
信
じ
あ
え
る
家
族

の
構
築
に
努
め
よ
う
。

 

活
動
目
標 

　

・�

各
種
研
修
会
を
通
し
て
保
護
者
と
し
て
の
責

任
感
や
規
範
意
識
の
向
上
に
努
め
る
。

　

・�

県
内
様
々
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
紹
介
を
通
じ
て
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
充
実
・
活
性
化
に
努
め
る
。

　

・�

各
種
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
い
じ
め
の
問

題
や
子
ど
も
の
安
全
、
教
育
環
境
の
整
備
な

ど
、
子
ど
も
を
と
り
ま
く
問
題
の
解
決
に
努

め
る
。

　

・�

各
種
研
修
会
で
得
た
知
識
を
家
族
に
も
伝
え
、

共
通
の
認
識
を
持
つ
場
を
醸
成
す
る
。

 

主
な
事
業 

　

□�

第
61
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
み
え

大
会�

（
三
重
県
８
／
23
～
24
）

　

□�

第
42
回
広
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
え
た
じ

ま
大
会�

講
演
講
師　

山
下
明
生
氏

�

（
江
田
島
市
10
／
６
）

　

□�

第
43
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

広
島
市
大
会�

記
念
講
演　

大
棟
耕
介
氏

�

（
広
島
市
11
／
９
）

　

□�

全
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親
代
表
研
修
会

�

（
広
島
市
12
／
７
）

︿
ス
ロ
ー
ガ
ン
﹀
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県 P 連 だ よ り

10
分
科
会
に
分
か
れ
て

�

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

平
成
25
年
度
　
定
例
総
会

全
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
研
修
会
　
報
告

　

５
月
31
日
（
金
）、
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
広
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
、
平

成
25
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
、そ
し
て
、

新
会
長
と
し
て
平
田
誠
治
さ
ん
他
、
新
役
員

が
承
認
さ
れ
、
25
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。「
す
べ
て
は

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
の
基
本
姿
勢
を
大

　

平
成
15
年
10
月
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
け
る
課
題
や
問
題
点
を
明
確
に
し
、
ス
ム
ー
ズ
な

組
織
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
は
じ
め
た
本
研
修
会
は
、昨
年
で
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
、
少
人
数
で
意
見
交
換
が
で
き
る
分
科
会
を
設
け
、
参
画
型
の
研
修
会
と

し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

　

5
月
31
日
、
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研

究
科　

教
授　

林　

孝
氏
を
お
招
き
し
、『
家

庭
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
学
校
・
地
域
と

連
携
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
は
』
～
子
ど
も
と

の
か
か
わ
り
を
と
お
し
て
～
と
題
し
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
を
と
お
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
家
庭
や
地
域
の
絆
が
希
薄

に
な
り
つ
つ
あ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
の
重

要
性
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
特

に
、『
親
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
と

お
し
て
成
長
し

て
い
く
絶
好
の

　

昨
年
度
、
情
報
交
換
で
き
る
場
を
設
け
て

ほ
し
い
と
の
要
望
を
受
け
、
本
年
度
は
研
修

時
間
を
長
く
し
て
、
少
人
数
で
意
見
交
換
が

で
き
る
よ
う
分
科
会
を
設
け
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、
会
長
さ
ん
方
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

お
け
る
活
動
状
況
や
悩
み
な
ど
の
情
報
交
換

を
と
お
し
て
、
会
長
（
役
員
）
と
し
て
の
思

い
を
共
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
も
聞
き
手
に
な
る
受
け
承
り
型

の
研
修
が
多
い
中
、
ひ
ざ
を
つ
き
合
わ
せ
て

の
研
修
は
、
全
員
が
主
役
の
参
加
型
・
交
流

型
の
有
意
義
な
分
科
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

広
島
県
Ｐ
連　

前
理
事　

小
林
幸
男

�

副
会
長　

山
田
睦
浩

��

��

切
に
し
、
私
た
ち
保
護
者
一
人
一
人
が
、
で

き
る
時
に
で
き
る
事
を
す
る
と
い
う
意
識
で

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
携
わ
り
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
活
き
活
き
と
心

と
心
の
繋
が
り
を
深
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
保
護
者
も
子
ど
も
た
ち

と
共
に
成
長
し
、
連
携
を
深
め
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
大
き
な
輪
で
繋

が
っ
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
目
指
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
益
々
の
県
Ｐ
連
の
ご
発
展
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
島
県
Ｐ
連

�

平
成
24
年
度
副
会
長　

上
田　

隆
政
）

 

成
果 

　

参
加
者
全
員
が
発
言
す
る
場
を
設
け
た
こ

と
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
い
て
各
々
が
抱
え

る
課
題
や
問
題
点
を
共
有
し
明
確
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
自
ら
が
学
び
、
郡
市
並
び
に
単
位

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
に
活
か
そ
う
と
す
る
前
向
き

な
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、

参
加
者
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
歴
や
社
会
性
も
反
映

し
た
意
見
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今

ま
で
受
け
身
だ
っ
た
研
修
会
の
ス
タ
イ
ル
が

改
善
さ
れ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

講
演
内
容
に
共
感
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し

て
の
姿
勢
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
意

見
が
多
か
っ
た
。

　

広
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
意
識
も
研
修
会

を
こ
な
す
だ
け
の
姿
勢
か
ら
、
会
員
全
体
で

共
に
取
り
組
む
（
場
所
設
定
）
そ
し
て
育
む

（
グ
ル
ー
プ
討
議
）
実
践
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

活
か
す
）
へ
の
姿
勢
に
変
化
し
て
い
る
と
い

え
る
。

 

課
題 

　

来
年
度
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
以
前
は

学
校
教
育
に
つ
い
て
の
希
望
が
多
か
っ
た

が
、家
庭
教
育
の
要
望
が
増
え
て
き
て
い
る
。

こ
れ
は
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
に
問
題

が
あ
る
こ
と
の
自
覚
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
家
庭
・
学
校

が
地
域
と
さ
ら
に
密
接
な
連
携
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
広
島
県
Ｐ
連　

増
原
和
子
教
育
研
修
委
員
長
）

開
催
日　

平
成
26
年
６
月
５
日
（
木
）

場
　
所　

広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
広
島
市
東
区
光
町
一
丁
目
15
番
）

平
成
26
年
度
の
定
例
総
会
、

�

全
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
研
修
会
は
…

お
知
ら
せ

機
会
と
捉
え
、
学
校
、
親
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
よ
り
よ
い
学
校
づ
く
り
に
邁
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
す
べ
て
の

子
ど
も
が
自
立
し
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
家
庭
・
学
校
と
地
域
が
深

く
「
関
わ
る
」
こ
と
に
よ
り
、「
分
か
る
」
し
、「
分

か
り
合
え
る
」

こ
と
に
よ
っ
て

「
変
わ
る
」

こ
と
』
な
ど
、

多
く
の
参
加

者
が
講
演
内

容
に
共
感
し
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

（
役
員
）
と

し
て
の
姿
勢

を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
集
約

分科会風景

講演会風景
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どう変わる 日本ＰＴＡ！　広島県Ｐ連!!

平成25年度 広島県PTA連合会　新体制始動

　日本ＰＴＡは、平成25年4月1日から公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会として新たにスタートしました。
　これに伴い日本ＰＴＡの武田会長は、ホームページにおいて次のような決意を述べておられます。
　□　自らを精査し、時代にあった組織づくりや事業の質の向上をはかる。
　□�　国や他の教育団体から集まる有益な情報を、全国のPTAに発信し、PTA全体の活性化をはかる。

広島県Ｐ連としては  
　日本ＰＴＡの事業展開に学び、社会教育関係団体として社会に貢献する活動やＰＴＡの根幹は単位ＰＴＡの存在と活動
という考え方を大切にしていきます。
　同時に、時代の変化に対応した「ＰＴＡ活動や組織・委員会のあり方」や「会則・規則」「ニーズに対応した事業のあり方」
などを見直し、組織としての責任を果たすための運営と活動を行ってまいります。
　そのため、他県の取り組みも参考にしながら、今一度、ＰＴＡ活動の原点に返ってみます。

 目　　的 
　教育を本旨とする民主団体であり、県内各ＰＴＡの連
絡機関としての性格を堅持し、自主独立で他のいかなる
団体・機関の支配や統制、干渉も受けない。子どもの健
全育成を願い、学校教育の理解を深め、支援し、活動の
充実と向上を目指して他の団体機関と協力、連絡して活
動する。会は非営利的・非宗教的・非政党的であること。
　なお、成人教育の場でもありＰＴＡへの在籍期間を有
効に活用し、自己の資質、家庭教育の向上を図ることを
目的とする。
 特　　徴 
　任期は児童生徒の在籍期間のみである。組織の基本は
単位ＰＴＡであり、１つの学校に通う教職員とその学校
の児童生徒の保護者である。

 会　　員 
　単位ＰＴＡに児童生徒として在籍するものの保護者と
教職員である。
　ＰＴＡの正会員の「保護者」とは「児童生徒の保護者」
であり、それはある期間であり、全ての大人ではないこ
と、永続的でもないことを理解することが大切である。

　広島県ＰＴＡ連合会の会員は、ＰＴＡの目的に沿って
ＰＴＡに在籍している期間をもっとも有効に活用し、子
どもの成長と共に健全育成を願い、学校教育を理解・支
援し、向上を目指し、自身の資質と家庭教育の向上を図
ることが大切である。
� （広島県Ｐ連会長　平田誠治）

　「会員一人一人、個人としても組
織としても全力を尽くす」と語る平
田会長（左から）、増原副会長、山
田副会長ほか、新理事・監事の方々
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長
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長
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長
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長

役
職
名

武た
け
も
と本　

信の
ぶ
あ
き秋

佐さ
と
う藤　

雄ゆ
う
い
ち一

柚ゆ
は
ら原　

弘ひ
ろ
あ
き明

吉よ
し
お
か岡　

照て
る
み美

正ま
さ
き木
み
ど
り

川か
わ
さ
き﨑
弥や

え

こ
生
子

村む
ら
か
み上　

正ま
さ
と人

木き

そ曽　

奈な

み美

庄し
ょ
う
の野　

知と
も
こ子

岩い
わ
し
た下　

雅ま
さ
と
し俊

中な
か
も
り森　

幸ゆ
き
え恵

世せ

木き
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優
ま
さ
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り
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が
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お
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が
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か
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ぐ
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お
ば場
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み

こ
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ゅ
ん
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ま
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つ
ひ
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敏
さ
と
し

増ま
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は
ら原　
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ず
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ら
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誠せ
い
じ治

名　

前

山
県
郡

福
山
市

呉
市

三
次
市

庄
原
市

府
中
市

福
山
市

尾
道
市

山
県
郡

安
芸
高
田
市

東
広
島
市

安
芸
郡

豊
田
・
竹
原

江
田
島
市

大
竹
市

廿
日
市
市

東
広
島
市

神
石
郡

世
羅
郡

三
原
市

呉
市

福
山
市

所
属
郡
市
Ｐ

殿
賀 泉 白

岳
布
野
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府
中
明
郷
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久
保

戸
河
内

根
野

八
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₄

県 P 連 だ よ り

充実の補償で
お子様を

サポートします
＊病気入院補償
はWプランのみ
対象です。

●誤って他人のものを
壊したり、他人にケガを
させてしまったら…
（加害事故の補償）
インターンシップ（職場体験）や
アルバイトに起因する賠償責任も
対象となります。

充実の補償でお子様をサポートします。
広島県PTA連合会
小・中学生総合保障制度

お問い合わせ先・取扱代理店：㈱東海日動パートナーズ広島　TEL：0120－018－217
保険会社：東京海上日動火災保険株式会社 広島支店 広島中央支社　TEL：082－511－9194

引受幹事保険会社

●学校管理下中の学用品・
　身の回り品などの補償
●育英費用 等

小・中学生総合保障制度はこども総合保険のペットネームです。
この広告は「広島県ＰＴＡ連合会小・中学生総合保障制度」の概要について紹介したものです。保険の内容はパンフレットをご覧ください。ご加入にあたっては、必ず「重要事項
説明書」をよくお読み下さい。
詳細は契約者である団体の代表者の方にお渡ししてあります保険約款によりますが、ご不明な点がありましたら取扱代理店・引受保険会社までお問合せください。
この保険契約は、以下の保険会社による共同保険契約であり、東京海上日動火災保険が他の引受保険会社の代理・代行を行います。各引受保険会社は、契約締結時に決
定する引受割合に応じて、連帯することなく単独別個に保険契約上の責任を負います。なお、引受割合につきましては、団体窓口にご確認ください。

平成２5年7月作成　 募文No13－T－０2954

●授業中やクラブ活動な
ど、校内外を問わず発生
する急激かつ偶然な外来
の事故によるケガや病気＊

の補償

共同引受保険会社

共同引受保険会社

団体割引適用で
割安な保険料！

スクールメディカルデスク２４でお子様
の健康相談を２４時間受付

団体割引25％
損害率による割引25％適用で
個人で加入するより割安!

　

応
募
校
数

小
学
校
44

校
・
中
学
校

19
校
か
ら
、

次
表
の
と
お

り
、優
秀
賞
、

会
長
特
別
賞

が
選
出
さ

れ
、
全
小
・

中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
研
修

会
の
全
体
会

に
お
い
て
表

彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

５
月
31
日
の
定
例
総
会
に
お
い
て
、
長

年
、
県
Ｐ
連
だ
よ
り
「
鐘
」
を
執
筆
し
て

い
た
だ
い
た
₄
名
の
方
に
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
、
代
表
し
て
中
村
直
美
様
が
受
賞
さ

れ
、
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（
被
表
彰
者
）

　

川
地
貴
美
江
様　
　

北
川
美
幸
様

　

中
村
直
美
様　
　
　

岩
﨑
雅
吉
様

　

平
成
25
年
度

退
任
の
理
事
・

監
事
13
人
、
評

議
員
・
代
議
員

4₈
人
、
延
べ
₆1

人
の
受
賞
者
を

代
表
し
て
、
上

田
隆
政�

前
副

会
長
が
受
賞
さ

れ
、
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

広島県PTA連合会表彰広島県PTA連合会表彰

受賞　おめでとうございます
平成25年度　功労者表彰４人、広報紙コ
ンクール表彰12校、退任役員延べ61人へ
感謝状・表彰状が授与されました。

賞

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
名

広
報
紙
名

優秀賞
東
広
島
市
立
郷
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ま
び
こ

福
山
市
立
幕
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
幕
山
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
便
り

尾
道
市
立
高
須
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
た
か
す
っ
子

尾
道
市
立
土
堂
小
学
校
育
友
会
Ｔ
ｉ︲

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

福
山
市
立
箕
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
み
の
し
ま

廿
日
市
市
立
佐
方
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ち
く

福
山
市
立
福
山
中
・
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

あ
ゆ
み

府
中
市
立
府
中
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
府
中
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞

福
山
市
立
新
市
中
央
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

緑

廿
日
市
市
立
阿
品
台
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

白
亜

会長特別賞
福
山
市
立
赤
坂
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
あ
か
さ
か

尾
道
市
立
向
東
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
の
塩

小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

功
労
者
表
彰
感
謝
状
贈
呈

退
任
役
員
感
謝
状
贈
呈

「
楽
し
い
子
育
て
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

　
〜
親
子
で
話
そ
う
！

　
　
　
家
族
の
き
ず
な
・
我
が
家
の
ル
ー
ル
〜

三
行
詩
　
募
集
中
で
す
！！

応
募
期
間　

平
成
25
年
₇
月
₁
日（
月
）～

�

平
成
25
年
₉
月
1₀
日（
火
）

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
記
入
の

う
え
、
児
童
・
生
徒
の
在
籍
す
る
学
校
へ
₉

月
1₀
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
各
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
₉
月
13
日
必
着
で
広
島
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。


